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「かかしコンテスト」

　まつり会場へ「かかし」を展示し、
コンテストを行います。皆さんの作品
をお待ちしております。
　入賞された個人・団体のかたには豪
華景品を、参加された皆さん全員に参
加賞を贈ります！
◆参加方法
　参加いただける方は文化財センター
へご連絡ください。
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美浦村文化財センター （陸平研究所）
☎ 029-886-0291　FAX 029-886-0471
Ｅメール :bunkazai@vill.miho.lg.jp
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ついの住みかと　地域になごみ　役目はりきる　秋まつり　（日和吟社俚謡集より）

　

縄
文
土
器
の
ラ
ン
プ
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

作
っ
た
作
品
は
、
12
月
開
催
予
定
の
「
ク
リ
ス
マ
ス

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」会
場
で
明
か
り
を
灯
し
ま
す
。

日　
　

時
：
11
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時

参　
加　
費
：
５
０
０
円

申
込
方
法
：
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
に
て
連
絡

申
込
期
間
：
10
月
12
日
〜
（
月
曜
・
祝
日
は
休
館
）

定　
　

員
：
20
名

出　
　

演
：
ピ
ア
ニ
ス
ト　

山
本

出　
　

演
：
ピ
ア
ニ
ス
ト　

山
本  

光光

日日　　
にに　　
ち
：
ち
：
1212
月月
1717
日
（
日
）　

日
（
日
）　

開　
　

場
：

開　
　

場
：
1616
時時

開　
　

演
：

開　
　

演
：
1616
時時
3030
分分

　

講
座
等
で
作
っ
た
、
陶
器
の
明
か
り
を
灯
し
、

　

講
座
等
で
作
っ
た
、
陶
器
の
明
か
り
を
灯
し
、

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

ク
リ
ス
マ
ス
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

土
器
の
ラ
ン
プ
づ
く
り

―
灯
り
と
音
楽
の
夕
べ
―

―
灯
り
と
音
楽
の
夕
べ
―

講
座
参
加
者
募
集

参加者募集
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戦
争
体
験
を
後
世
に
・
・
・

　

終
戦
記
念
日
を
前
に
し
た
七
月
二
十
四
日
（
日
）、
文
化
財
セ
ン
タ
ー

で
講
演
会
「
語
り
継
ぐ
予
科
練
」
を
開
催
し
、
戸
張
礼
記
氏
（
元
第
14
期

甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
、
阿
見
町
予
科
練
平
和
記
念
館
歴
史
調
査
委
員
）

に
予
科
練
で
の
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
会
に
あ

わ
せ
て
セ
ン
タ
ー
内
で
は
大
山
地
区
に
残
る
鹿
島
海
軍
航
空
隊
跡
を
パ
ネ

ル
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

戸
張
氏
は
阿
見
町
出
身
で
昭
和
十
九
年
、
十
五
歳
で
予
科
練
へ
入
隊
し

ま
し
た
。
現
在
と
は
異
な
る
当
時
の
世
情
や
人
々
の
意
識
な
ど
の
話
か
ら
、

予
科
練
へ
憧
れ
を
抱
く
若
者
が
多
く
い
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
予
科
練
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
厳
し
い
訓
練
に
つ
い
て
は
、
体
験
し

た
方
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
大
変
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
後
に
、
特
別
攻
撃
隊
（
特
攻
）
や
訓
練
中
な
ど
で
亡
く
な
っ
た

多
く
の
予
科
練
出
身
の
若
者
の
中
に
は
、
美
浦
村
出
身
の
方
も
い
た
こ
と

も
紹
介
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

講
演
は
時
代
を
反
映
す
る
当
時
の
歌
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
生
演
奏
）
を
随

所
に
入
れ
な
が
ら
、
映
像
や
実
演
を
交
え
た
分
か
り
や
す
い
内
容
で
し
た
。

戸
張
氏
は
近
年
特
に
戦
争
体
験
を
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
強
い

思
い
を
持
っ
て
、
資
料
収
集
や
調
査
な
ど
を
精
力
的
に
行
い
、
ご
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
関
心
を
寄
せ
る
多
く
の
方
が
講
演
を
聞
き
に
来
て

下
さ
い
ま
し
た
。

　

美
浦
村
に
残
る
戦
争
施
設
と
し
て
パ
ネ
ル
紹
介
し
た
鹿
島
海
軍
航
空
隊

は
、
現
在
建
物
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
詳
し
く
ご
紹
介
す

る
予
定
で
す
。

▲当時はもっと大きな棒だったと海軍精神注入棒
を手に厳しい訓練の様子を語る戸張礼記氏。門脇
教育長との実演場面もありました。奥はハーモニ
カの坪田穣氏。

▲鹿島海軍航空隊施設①―旧司令本館―
昭和初期の建物としてはかなり高い技術が用いら
れていました。戦後、病院として使用されました。

▲会場の様子。暑い中、多くの方が講演を聴きに
訪れました。

▲鹿島海軍航空隊施設②―木造兵舎―
旧司令官本館裏にあり、当時、海軍士官が寝泊ま
りしていました。平成 10 年（1998）老朽化の
ため解体撤去されました。

　

旧
海
軍
が
よ
り
若
い
う
ち
か
ら
熟
練
の
搭
乗
員
を
育
て
よ
う
と
お
こ
な
っ
た
航
空
機
搭
乗
員
の
養
成
制
度
。
海
軍

飛
行
予
科
練
習
生
の
略
。
14
歳
半
〜
17
歳
ま
で
の
若
者
が
入
隊
。

予
科
練
と
は
？



3

美
浦
村
の
地
名
４

信し

だ太
地
区
（
そ
の
二
）

　

前
回
は
大
谷
地
区
の
谷
津
入
り
か
ら
ト
レ
セ
ン
方

向
に
向
か
う
道
路
の
左
側
を
み
て
い
き
ま
し
た
。
今

回
は
道
路
の
右
側
（
西
）
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
停
留
所
「
大
谷
学
校
前
」
付
近
は
、

土
を
と
っ
て
広
い
範
囲
が
道
路
と
同
じ
高
さ
ま
で
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
数
年
前
ま
で
は
台
地
の
先
端
部

分
が
停
留
所
ま
で
せ
ま
り
、
台
地
の
上
に
は
大
作
台

遺
跡
が
あ
り
ま
し
た
。
遺
跡
の
名
称
は
小こ

あ
ざ字
を
用
い

て
い
ま
す
の
で
、
大
作
台
と
い
う
小
字
が
あ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
台
地
の
先
端
付
近
に
は
大
日
後
、
大
日

後
久
保
、
大
日
後
台
、
大
日
下
な
ど
大
日
と
つ
く
名

称
が
集
中
し
、
そ
こ
に
は
大
日
如
来
の
板
碑
（
寛
永

五
年
・
一
六
二
八
）
も
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

大
作
台
と
い
う
小
字
の
ま
わ
り
に
も
大
作
、
大
作
辺

太
、
大
作
久
保
、
北
側
に
大
作
北
の
方
な
ど
大
作
と

つ
く
小
字
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
ト
レ
セ
ン
方
向
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
く

と
道
路
の
右
側
（
西
）
の
台
地
に
は
北
坪
、
給
分
、

新
海
道
、
大お

お
み
ど
う

御
堂
前
、
橋
ノ
下
、
と
い
っ
た
小
字
が

あ
り
ま
す
。

　

大
谷
小
学
校
や
大
谷
時
計
台
児
童
館
側
に
面

し
た
台
地
側
を
み
て
み
る
と
鳴な

り
が
み神
、
鳴
神
前
、

西に
し
や
ま
ひ
が
し
ぞ
え

山
東
添
、
西
山
北
ノ
添
、
薬
師
前
、
薬
師
下
、

十じ
ゅ
う
ぶ
つ佛
な
ど
の
小
字
が
み
ら
れ
ま
す
。
台
地
の
ま
わ

り
の
田
ん
ぼ
に
な
っ
て
い
る
低
い
部
分
に
は
、
弁

天
、
木
戸
内
、
鳴
神
下
、
谷や

わ
ら
だ

原
田
、
小こ

い

と

く

ぼ

井
戸
久
保
、

下し
も
だ田
、
矢
本
、
坂
ノ
下
、
松
葉
様
、
狢む

じ
な
ざ
き崎
、
追お

つ
ぽ
り堀
な

ど
の
小
字
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
給
分
下
、
給

分
上
、
信
太
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
レ
セ
ン
の
あ
る
エ
リ
ア
は
美
駒
に
名
称
が
統

一
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
は
か
つ
て
は
、
屋
敷

台
、
戌い

ぬ

落お
と

し
、
長
久
保
、
姫
宮
、
姫
宮
入
、
権ご

ん
げ
つ月
、

山さ
ん
き
ょ
う京
、
一
色
台
、
大
久
保
、
原
大
久
保
、
道ど

う
ば葉
様
、

大
葉
様
と
い
っ
た
小
字
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
回
と
併
せ
て
信
太
地
区
の
地
名
を
み
て
み
る

と
、
大
日
や
大
御
堂
と
い
う
名
称
か
ら
は
か
つ
て
そ

の
よ
う
に
通
称
と
さ
れ
た
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
、
薬
師
・
鳴
神
・
天
神
・
香
取
・
稲
荷
・
地

蔵
な
ど
小
寺
社
を
示
す
よ
う
な
名
称
も
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
庄
司
山
・
給
分
・
主と

の
も
く
ぼ

殿
窪
・
猿
楽
・
佃
・

手
作
・
大
田
・
寺
田
・
神じ

ん
で
ん田
・
京
伝
（
経
田
）、
一

色
な
ど
荘
園
に
関
す
る
地
名
、
木
戸
の
つ
く
名
称
や

城
ノ
内
な
ど
城
館
を
示
す
地
名
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

信
太
地
区
は
、
そ
の
地
域
を
特
徴
づ
け
る
地
名
も

多
く
、さ
ら
に
地
形
を
示
す
よ
う
な
台
・
久
保
（
窪
）・

山
、
方
角
を
示
す
東
・
西
・
南
・
北
、
位
置
を
示
す

前
・
後
・
上
・
下
な
ど
も
加
え
ら
れ
て
他
の
地
区
に

比
べ
て
字
名
の
数
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

場
所
が
推
測
で
き
る
よ
う
な
地
名
も
あ
れ
ば
、
何

故
そ
の
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
の
か
、
現
在
で
は
由
来

が
分
か
り
に
く
い
地
名
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

地
名
に
つ
い
て
聞
き
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
文
化
財
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

引
用
参
考
文
献

　

茨
城
県
『
茨
城
県
史　

中
世
編
』
昭
和
六
十
一
年

　

昨
年
度
、
現
地
調
査
を
実

施
し
た
、
陸
平
貝
塚
の
確
認

調
査
に
つ
い
て
、
地
元
住
民

の
方
々
参
加
の
も
と
、
整
理
・

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
地
調
査
終
了
後
の
昨
年

秋
か
ら
、
土
器
の
破
片
一
つ

一
つ
に
出
土
し
た
位
置
等
を

書
き
込
む
注
記
作
業
や
、
割

れ
た
土
器
の
接
合
作
業
、
そ

れ
に
貝
の
種
類
分
け
や
大
き

さ
の
計
測
、
小
さ
な
魚
の
骨

の
抽
出
な
ど
、
地
道
で
気
の

遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
を
続

け
て
い
ま
す
。
中
で
も
貝
が

食
べ
ら
れ
た
後
、
そ
の
ま
ま

纏
め
て
捨
て
ら
れ
た
の
か
、

そ
う
で
な
い
の
か
を
調
べ
る

た
め
に
行
っ
た
二
枚
貝
の
貝

合
わ
せ
に
は
多
く
の
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

を
ま
と
め
て
い
る
段
階
で
す

が
、
ウ
ナ
ギ
の
骨
が
大
量
に

み
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
ウ
ナ

ギ
を
何
処
で
捕
っ
て
い
た
か

を
探
る
た
め
に
、
科
学
的
な

分
析
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
な
結
果
が
明
ら
か
に

な
り
次
第
、
速
報
し
て
い
く

予
定
で
す
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

陸
平
貝
塚
を
皆
で
調
べ
よ
う
！

平
成
二
十
二
年
度
確
認
調
査
の
整
理
・
研
究
進
む
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絵てがみ。暑さの中、心が和む
絵を描

いてくれました。

ひょうたんマラカスづくり。アクリル絵の具で大胆にワニを描いていた男の子。子ども達の絵は大人達を楽しませてくれました。

縄文土器づくり。３時間かけて完成。すごい集中力！

ど
ん
ぐ
り
を
石
皿
の
上
で
粉
に
し
て
、

ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
。「
ど
ん
ぐ
り
っ
て
美

味
し
い
ん
だ
ね
‼
」

陸平探検。陸平貝塚で貝の観察をした後、
センターでとても細かい魚骨を探しました。

藍
染
体
験
。
お
母
さ
ん
と
の
協
同
作

業
で
ス
ト
ー
ル
を
藍
色
に
染
め
た
よ
。

親
子
で
そ
ば
打
ち
。
丸
め
た
り
の

ば
し
た
り
、
切
っ
た
り
。
お
そ
ば

美
味
し
か
っ
た
ね
。

　

陸
平
の
田
ん
ぼ
に
稲
穂
が
実
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
９
月
７
日
、
安
中
小
学
校
５
年

生
と
陸
平
を
ヨ
イ
シ
ョ
す
る
会
が
稲
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。
鎌
で
刈
り
取
っ
た
稲
を
藁
で

ギ
ュ
ッ
と
束
ね
る
作
業
は
な
か
な
か
難
し
い

よ
う
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
覚
え
て
作
業
し
て

い
た
子
ど
も
達
。「
全
然
重
く
な
い
よ
」
と
、

両
手
に
稲
を
抱
え
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
運
ぶ
男
の

子
が
頼
も
し
く
思
え
ま
し
た
。
機
械
を
使
わ

な
い
、
稲
刈
り
の
大
変
さ
を
実
感
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
稲
刈
り
後
に
は
、
イ
ナ
ゴ
捕
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

親ば

さ
き
お
り
体
験
。
手
と
足
を
上

手
に
使
っ
て
、
キ
レ
イ
な
ラ
ン

チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
が
完
成
！

　

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
文
化
財
セ
ン

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
文
化
財
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
夏
休
み
体
験
講
座
」
を
開

タ
ー
に
お
い
て
「
夏
休
み
体
験
講
座
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
村
内
外
か
ら
１
２
０
名

催
い
た
し
ま
し
た
。
村
内
外
か
ら
１
２
０
名

の
方
々
に
お
こ
し
い
た
だ
き
、
と
て
も
賑
わ

の
方
々
に
お
こ
し
い
た
だ
き
、
と
て
も
賑
わ

い
ま
し
た
。
親
子
で
楽
し
む
姿
が
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。
親
子
で
楽
し
む
姿
が
た
く
さ
ん

見
ら
れ
ま
し
た
。
。

見
ら
れ
ま
し
た
。
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
講
座
を
開

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
講
座
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
是
非
皆
さ
ん
、
文
化
財

催
す
る
予
定
で
す
。
是
非
皆
さ
ん
、
文
化
財

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
か
だ
い
ら
で
体
験
講
座

お
か
だ
い
ら
で
体
験
講
座

古代米稲刈り古代米稲刈り

　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
村
の
記
録
と
し
て
古
文
書
や
美
浦
村
の

昔
の
写
真
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
写
真
の
場

合
は
昭
和
ま
で
の
も
の
が
対
象
で
、
い
つ
頃
ど
の
場
所
か
な
ど
の
情

報
が
わ
か
る
も
の
。
ご
寄
贈
い
た
だ
け
る
場
合
は
ご
連
絡
を
・
・
・
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
料
収
集
に
ご
協
力
を


